
（３）北 関 東 

（注）下線を付した箇所は、前回からの変更のあった 

箇所を表す（ は上方に変更、 は下方に変更）。 

前回からの主要変更点 

前回（令和２年12月） 今回（令和３年３月） 

景況判断 
新型コロナウイルス感染症の影響により、

依然として厳しい状況にあるが、持ち直し

の動きがみられる 

新型コロナウイルス感染症の影響により、

依然として厳しい状況にあるなか、持ち直

しの動きが続いているものの、一部に弱さ

がみられる 

↓ 

個人消費 持ち直している このところ弱含んでいる ↓ 

１．鉱工業生産の動向 

鉱工業生産は持ち直している。 

10－12月期の鉱工業生産は、「汎・生産・業務用機械」が増加したこと、「輸送機械」が増加した

こと等により、前期比7.2％増となった。 

（備考）１. 2015年＝100、季節調整値。北関東の最新月は速報値。 

２. 全国及び北関東の太線は中心３か月移動平均。

直近月は２か月平均。

３. 北関東は内閣府にて算出。

域内主要業種の動向(季節調整値、前期（月）比) （％） 

（備考）１．地域における付加価値ウェイトの高い５業種。

２．10－12月期、12月は速報値。速報値において、化学は医薬品を

除いたもの、食料品・たばこは公表されていない。 

３．業種は内閣府にて分類。

生産 

付加価値

ウェイト 

７－９ 

月期 

10－12 

月期 

10月 11月 12月 

石油･石炭、化学、プラ製品 20.1 3.4 3.0 1.7 ▲3.2 1.9 

輸送機械 18.3 51.3 9.9 3.3 0.5 ▲0.6 

汎・生産・業務用機械 17.1 ▲3.2 13.8 9.7 7.5 ▲7.5 

食料品・たばこ 12.1 1.0 ― 2.1 ▲2.1 ― 

電子デバ、電気・情報通信 11.2  2.0 12.0 8.7 2.6 ▲2.0 

鉱工業 100.0 7.3 7.2 4.4 0.8 ▲1.5 

北関東地域では、景気は新型コロナウイルス感染症

の影響により、依然として厳しい状況にあるなか、

持ち直しの動きが続いているものの、一部に弱さが

みられる。

・ 鉱工業生産は持ち直している。

・ 個人消費はこのところ弱含んでいる。

・ 雇用情勢は感染症の影響により、弱い動きとな

っているなかで、求人数等の動きに底堅さもみ

られる。
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(3) 北関東
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２．個人消費の動向 

  個人消費はこのところ弱含んでいる。 
（１）地域別消費総合指数（ＲＤＥＩ（消費）） 

10－12 月期は前期比 3.3％増となった。月別にみると、10 月は前月比 1.0％増、11 月は同
0.1％増、12月は同1.6％減となった。 

（２）百貨店・スーパー販売額 
 百貨店・スーパーは、10－12月期は前年同期比5.6％増となった。月別にみると、10月は
前年同月比9.6％増、11月は同5.5％増、12月は同2.8％増となり、増加幅が縮小した。

 

 

 

３．雇用情勢 

雇用情勢は感染症の影響により、弱い動きとなっているなかで、求人数等の動きに底堅さもみら 

れる。 

  有効求人倍率は低下している。完全失業率は前期を下回っている。

2020年

10－12 月 

2020年 

10月 11月 12月

2021年 

１月 

ＲＤＥＩ（消費*1） 3.3 1.0 0.1 ▲1.6 ― 

百貨店・スーパー(*2) 5.6 9.6 5.5 2.8 3.3 
コンビニ(*3) ▲4.6 ▲5.1 ▲4.2 ▲4.5 ▲4.6

乗用車(*4) 12.0 32.0 2.8 4.4 5.5 
（季節調整値）(*4) 7.6 12.4 ▲3.2 ▲3.3 2.3 
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(季節調整値、2015年=100）
ＲＤＥＩ

（季調調整値、2012年=100、右目盛）

（備考）１．季節調整済前期（月）比（％）

２．店舗調整前、前年同期（月）比（％）

百貨店・スーパーは内閣府にて算出。

2021年１月は速報値。 

３．店舗調整前、前年同期（月）比（％）

コンビニは、経済産業省の関東（茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、

東京、神奈川、新潟、山梨、長野、静岡）の値。

2021年１月は速報値。 

４．乗用車は、新規登録・届出台数（上段は前年同期（月）比（％））

（備考）内閣府にて算出、季節調整。季節性が認められなか

ったことから原数値と同じ。

ＲＤＥＩ（消費）と自動車新規登録・届出台数の推移 
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（13）景気ウォッチャー調査（令和３年１月調査）景気判断理由の概要

３．北関東 

（◎良、○やや良、□不変、▲やや悪、×悪）

分野 判断 判断の理由 

現
状

家計

動向

関連 

× 
・県独自の緊急事態宣言発令で、飲食店への時短要請により、店内飲食は皆無である（一

般レストラン［居酒屋］）。

▲ 
・緊急事態宣言の再発出による外出自粛や飲食店の時短営業で人の動きが悪いため、お金

の動きも悪い（設計事務所）。

□ 

・白物家電や映像家電は、新型コロナウイルス禍の巣籠り需要で今月も好調に推移してい

る。前年は新型コロナウイルス禍ではなかったが、その前年実績の約２けたの伸びであ

る（家電量販店）。

企業

動向

関連 

□ 

▲ 

・新型コロナウイルスによる巣籠り需要や新生活用品などの荷動きが良く、特に、白物家

電のエアコン、冷蔵庫、洗濯機等や空気清浄機、加湿器などの物量が前年の 10％増とな

っている（輸送業）。

・年末までは順調に回復してきていたが、年始になってから新型コロナウイルスの影響か、

少し様子がおかしくなっている（食料品製造業）。

× 
・新型コロナウイルスの影響が依然として続いているのか、取引先の受注、生産量が停滞

している。そのため、当社の受注も落ちている（電気機械器具製造業）。

○ 

・公共工事主体で売上の 95％を占める建設業を営んでいる。現与党政権誕生後、公共工事

は順調に推移しており、前年比 26％増と近年にない大きな伸びである。特に、県関係が

前年比 50％増と突出しているが、県南地域の災害復旧工事なので、心から喜べる状況で

はない。災害に遭われた方が１日も早く元の生活に戻ることを切に願っている。当社受

注も前期比 10％増で、新型コロナウイルス禍のなかでは有り難い（建設業）。

雇用

関連 

□ ・長期派遣依頼数が増えていない（人材派遣会社）。

× 
・新型コロナウイルスの影響により、学校行事等が中止になっている。関連する旅行業並

びに飲食産業の取引先に大きな影響を及ぼしており、大変申し訳なく感じている（学校

［専門学校］）。

その他の特徴

コメント

○：緊急事態宣言による巣籠り需要でテレビ、インターネット回線共に、やや好調である

（通信会社）。

×：当県は緊急事態宣言の対象地域ではないものの、宣言再発出に伴い、来客数の減少が
著しい。初商も極めて厳しい結果に終わり、しばらく厳しい状況が継続するものと予

想される（百貨店）。 

先
行
き

分野 判断 判断の理由 

家計

動向

関連 

□ 
・現状は、新型コロナウイルス感染拡大の防止で、消費者の外出が大分控えられている。

需要低迷が長く続く懸念がある（衣料品専門店）。

× ・新型コロナウイルス感染拡大の状況次第で悪くなる（ゴルフ場）。

企業

動向

関連 

□ 
・ゴールデンウィークまでに動き回れるようになれば良くなると思うが、新型コロナウイ

ルスのワクチンが行き渡っているとは思えない（社会保険労務士）。

▲ ・世界的な半導体不足による自動車生産の減産で、やや悪くなる（輸送用機械器具製造業）。 

雇用

関連 

□ 

▲ 

・取引先では、来年度の雇用維持の見通しがまだ不透明である。業績悪化により３月末終

了者が増えると見込んでいる（人材派遣会社）。

・新型コロナウイルス感染拡大の影響が、飲食店以外の業種に広がっているようにみえる

（職業安定所）。

その他の特徴

コメント

○：緊急事態宣言が解除されれば、飲食店、ホテル等の取引先の売上も上がってくる（一

般小売店［青果］）。

▲：緊急事態宣言の解除が見込めず、２～３月の学生団体等にキャンセルが出始めている。

観光客の回復につながる要件も全く見当たらない（テーマパーク）。
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